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論文内容の要旨
【目的】耳卜腺腫鋭に対して2-18F-2-dcoxy-d-glucosc(FDG)を用いたポジトロンCT(PET:positroncmissト
on tomography)を行い.その有用性を検討した。
特に，発生頻度が高く続床的に重要な多形腺腫についてEDG-PETと組織所見など他のパラメーターとの比
較検討を行った。
【研究対象およびb法】対象は1994年 4 月より1997年10月までに.大阪市立大学戻ザ:部附属1~i院耳鼻咽喉
科にて加療し病理組織診断が可能で・あ勺た耳下腺肺溜性病変34症例である。全例トランスミッションス
キャン後FDGを185---370Msq静注し静注開始前後より60分後までのデータを収集した。FDGの集積は.Standa 
rdi-zcd UPtakc Yaluc (SUV)を用いて定量的iHIJ定を行った。
各t.主例に対して以下の検討を行った。
1. SUVによる耳下腺腫癌性病変の鑑別。
2.多形腺腫について. l)GaおよびTcシンチ.2)脹痕径.3)病理組織所見のSUVとの比較解析。
【結果および考察] 1. 34症例の組織学的所見は，悪性腫傷6例，良性腫療22例，炎症性腫粛6例であっ
た。良性服窃のうち多形腺唾が13例，ワルチン腫娠が9例であった。それぞれのsuvは悪性腫痕5.20:t1. 71. 
ワルチン腫編7.42:t2. 37.多形腺種4.12:t 1. 82，炎昨今ヤt腫紺2.09:tO. 05であった。腫療は炎昨性瞳痛に比
べ有忘に高L沿UVを示したのしかしワルチン腫協が著しい高値を示すため良忠性の鑑別は困難であ勺た。
2.多形腺瞳1::1症例について，以ト.の検討を行った。
1) Gaシンチの集績を示すものほどsuvが高い傾向を認めた。 Tcシンチは全例集積を認めなかった。
2) CT， MRI所見より腫錫径を測定した。腫痕径は1.0から6.0cmで、平均値は3.O:t 1. 6cmであ勺た。腫窮径と
suvの問には有意な相関を認めた。腫蕩径の大きなものほど増殖能が高いと考えられた。
3)病理組織所見より，題療の組織構成成分の割合で3タイプに分類し(腫鎮の最大割l両の上皮成分の占
める割合が70%以上をcpithclialtyPC， ~O ~から70%をintermedìatetype.30%未満をmescnchy凪itype). 
suvとの対比を行ったυ3タイプの|首lのSUVには白怠差を認めなかった。FDGの集積は組織の糖代謝すなわち
組織の増殖能を反映していることより，多形腺腫においては上皮成分の量が必ずしも増殖能と関係してい
るとはいえないと考えられた。
【まとめ].J{下腺腫療のsuvは多形腺腫を除き.病理組織ごとに一定の傾向を示した。しかし良性腫棋に
も高い集積を示すものがあり良悪性の鑑別は困難であった。多形腺躍はFDG-PETにより，様々な増殖状態
を示すことが僻認されたl!FDG'PETにより多形腺瞳の増殖能が定量的に評価吋能であるとすると，将来的
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に手術の適応，切除範囲の決定.再発や悪性変化の予測などに応用が期待される。
論文審査の結果の要旨
耳下腺腰痕に対して2-18F-2-deoxy-d-glucosc(FDG)を用いたポジトロンCTCPET:positronemission to-
mography)を行い，特に，多形腺腫についてF郎-PETと組織所見など他のパラメーターとの比較検討を行っ
た。
対象は1994年4月より1997年10月までに，大阪市立大学医学部附属凶院耳鼻咽喉科にて加療し，病理組織
診断を行った耳下腺腫嬬性病変34疲例である。全例トランスミッションスキャン後FDGを185~370鵬q静注
し静注開始直後より60分後までのデータを収集した。 F閃集積は.StandardizedUPtake Value (SUV)を
用いて定量的測定を行った。各症例に対して以下の検討を行った。<検討項目>1. SUVによる耳下腺腫層
性病ー変の鑑別c 2.多形腺腫について.l)GaおよひrTcシンチ， 2)腫傷径， 3)病理組織所見とsuvとの比較解
析。
<結果>1. 34~例の組織学的所見は，悪件.腫虜 6 例，良性腫虜22例，炎1if件.腫癌 6 例であった。良性腰寝の
うち多形腺腫が13例，ワルチン腫壌が9例であったG それぞ、れのsuvは悪性腫蕩5.20:!:1. 71. ワルチン臆窮
7. 42:!:2. 37，多形腕腫4.12土1.82.炎症性腫癌2.09土0.05であったっ腫壌は炎症性腫緬に比べ有意に高い
SUVを示した。しかしワルチン腫棋が著しい高値をポすため良悪性の鑑別は困難であったω2.多形腺腫13
症例について.1) Gaシンチの集積を示すものほどsuvが高い傾向を認めたっ Tcシンチは全例集積を認めな
かった。 2)CT， MRI所見より腫場径を測定した。腫癖径は1.0から6.0cmで平均値は3.0:!:1.6cmであった。
腫痕径とsuvの間には有意な相聞を認めた。腫寝径の大きなものほど、増殖能が高いと考えられた。 3)がi
理組織所見より，腫壊の組織構成成分の割合で上皮型.qr間型，間葉型の3型に分類し.SUVとの対比を行
った。 3型悶のsuvには有意差を認めなかった。 FDGの集積は組織の糖代謝すなわち組織の増殖能を反映し
ていることより.多形腺腫においては上皮成分の量が必ずしも増殖能と関係しているとはいえないと考え
られた。
以上.耳下腺腫宿性病変において腫療は炎布告件腫捕に比べ有意に高いSUVを示した。しかし良性脂窃にも
品川、集積を示すものがあり良悪性の鑑別は閑難で・あった。多形腺腰はFDG-PETにより，様々な増殖状態を示
すことが鑑認された。木論文は，耳下腺腫震とくに，多形腺腫の増地状態を客観的に評価した研究であり，
その診断，治療に寄与するものとして博1;(医学)の学位を授与されるに値するものと認められた。
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